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要旨： 本研究の目的は、学校教育全体で行う道徳教育、道徳教育の要としての

役割を果たす道徳科の具体的な在り方を明らかにしていくことである。ま

ず、文献調査を通して、これからの道徳教育の在り方において重要である

ことを以下のように再確認した。 

・校長の方針を明確にし、各学校で道徳教育の重点目標を定めること 

・各学校の実情を基に、創意工夫を生かした特色ある教育活動を行い、その  

中で道徳教育を意図して行うこと 

・学校教育全体で道徳教育を行い、「補充」「深化」「統合」を明確に意図し

た道徳科の授業を行うこと 

 このことを基に、Ａ市立Ｂ小学校にて、その地域の特色を生かした総合的

な学習の時間の単元を構想し、Ｂ小学校の重点内容項目に意図的に関わる道

徳教育を行った。そして、「補充」「深化」「統合」を明確に意図した道徳科

の授業を行い、学校教育全体で行う道徳教育の具体的な授業の在り方を提案

した。 
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１ 研究主題の設定と研究目的 

 

学習指導要領には、学校における道徳教育は、道徳

科を要として学校の教育活動全体で行うことと示さ

れている。また、道徳科は、各教育活動における道徳

教育を補ったり（補充）、深めたり（深化）、相互の関

連を考えて発展させたり（統合）する役割を果たすこ

とが求められている。しかし、他の教育活動との関わ

りが考えられていない道徳科の授業を行っている現

状がある。 

本研究の目的は、学校教育全体で行う道徳教育、道

徳教育の要としての役割を果たす道徳科の具体的な

在り方を明らかにしていくことである。そこで、本研

究では基礎研究において、文献調査を基に学校教育全

体で行う道徳教育の意義や学校教育に求められてい

る道徳教育の役割についての理解を深めた。また、全

教育活動における道徳教育の現状を把握するため、調

査研究を行った。その結果から考えられる課題や改善

点を踏まえて授業研究を行い、道徳教育の要としての

役割を果たす道徳科の在り方を追究した。 

 

２ 基礎研究 

 

文献調査では、学習指導要領の変遷や過去の道徳指

導書、学習指導要領解説や学習指導要領改訂等に関わ

る答申から学校の教育活動全体で行う道徳教育の意

義を再確認し、これからの道徳教育の在り方において

重視すべきことを以下のように導いた。 

 

 

・校長の方針を明確にし、各学校で道徳教育の重点

目標を明確に定めること。 

・各学校の実情を基に、創意工夫を生かした特色あ

る教育活動について道徳教育を意図して行うこ

と。 

・学校教育活動全体で行う道徳教育について、「補

充」「深化」「統合」を明確に意図した道徳科の

授業を行うこと。 

 

３ 調査研究 

 

道徳科の特質である「補充」「深化」「統合」を明確

に意図した道徳科の授業を行えるようにするために、

学校教育全体で行う道徳教育の現状と課題を把握す

ることが必要であると考え、Ａ立全小・中学校道徳教

育推進教師を対象に調査を行った。そこから、以下の

二つの課題が挙げられた。 

第一に、重点内容項目の共通理解が十分ではないこ

とである。重点内容項目が学校全体で意識されていな

かったり、道徳授業地区公開講座のみに関わっていた

りする現状が浮かび上がった。また、重点内容項目は

道徳教育の重点目標を具現化するために必須のもの

である。そのことから、重点内容項目を意識して、日々

の教育活動を行う必要がある。 

第二に、道徳科と他の教育活動との関連についてで

ある。道徳科は本来、「補充」「深化」「統合」の役割が

求められるものの、道徳科で考えたことを他の教育活

動に生かすなど、道徳科を他教科の事前指導と捉える

など、その特質が理解されていない現状が浮かび上が

った。 



４ 授業研究 

 

基礎研究、調査研究を通して明らかになったことを

踏まえ、特色ある教育活動を推進していくにあたり、

SWOT 分析を行い、Ａ市立Ｂ小学校の強みや弱みを

捉え、総合的な学習の時間の単元開発を行い、特色あ

る教育活動の中で意図的に重点内容項目に関わる道

徳教育を行った。そして、「補充」「深化」「統合」の役

割を明確にした道徳科の授業を実施した。 

（１）「公正、公平、社会正義」に関わる道徳教育を意

図した総合的な学習の時間の授業、「補充」を意図

した道徳科の授業 

道徳科では、総合的な学習の時間において単元の

特質上、取り上げることができなかった差別や偏見の

対象を道徳科で補うことで、児童は道徳的価値につい

てより多面的・多角的に考えていた。 

（２）「勤労、公共の精神」に関わる道徳教育を意図し

た総合的な学習の時間の授業、「深化」を意図した

道徳科の授業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童は、「勤労、公共の精神」に関わる道徳的価値に

ついて、自分との関わりで考えていた。 

（３）「希望と勇気、努力と強い意志」に関わる道徳教

育を意図した総合的な学習の時間の授業、「統合」

を意図した道徳科の授業 

 

内容項目「希望と勇気、努力と強い意志」のように、

学校教育で指導する機会が多い道徳的価値について

は、「統合」を意図して授業を構想していくことも有効

であると考える。 

 

５ 成果と課題 

（１）成果 

特色ある教育活動の中で重点内容項目に関わる道

徳教育を意図的に行った本研究は、学校教育活動全体

で行う道徳教育の一つの具体的なモデルとして提案

することができた。また、道徳科の特質である「補充」

「深化」「統合」の具体的な在り方を道徳科の授業で検

証し、提案することができた。 

（２）課題 

 全教育活動で意図的、計画的に道徳教育を行ってい

くためには、道徳教育全体計画、別葉の見直しを行い、

全教員が活用できるものにしていく必要がある。全て

の学校で、全ての教員が有効活用できる全体計画、別

葉の在り方を考えていくことが必要である。 
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